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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

株式会社エースヘリコプター所属ヒューズ式２６９Ｃ型ＪＡ７５９１（回転翼航空 

機）は、平成３年７月２４日、福島県石川郡石川町の水田において薬剤散布作業中、 

１２時０７分ごろ立木に接触し墜落した。

同機には機長ほか同乗者１名計２名が搭乗していたが、機長が死亡し同乗者が重傷 

を負った。

同機は大破したが、火災は発生しなかった。

１．２　航空事故調査の概要

1.2.1　事故の通知及び調査組織

航空事故調査委員会は、平成３年７月２４日、運輸大臣から事故発生の通報を 

受け、当該事故の調査を担当する主管調査官及び１名の調査官を指名した。



1.2.2　調査の実施時期

平成３年７月２４日～２６日 現場調査

平成３年８月５日 機体調査

平成３年１０月８日 エンジン調査

２　認定した事実

２．１　飛行の経過

ＪＡ７５９１は、平成３年７月２４日、福島県石川郡石川町の水田１８７ヘク 

タールに、薬剤散布を行う予定であった。

同機は、当日朝機長及び整備士により飛行前点検を受けたが、異常は認められ 

なかった。その後、同機に機長及び農業共済組合の関係者１名が搭乗し、０５時１０ 

分に散布地域の調査飛行のため離陸して、０５時３５分に調査を終え着陸した。引き 

続き機長のみが搭乗し、０５時４０分から１１時０５分までの間に５回合計４時間 

５５分の薬剤散布飛行を実施した。

整備士によれば、この間機体に異常は認められなかったとのことである。

同機は、その後補正散布の要請があったため、案内者として農業共済組合の関係者 

１名を同乗させ、１１時５０分に離陸し、場外離着陸場から南東約６キロメートルに 

ある最初の補正散布地域（山形字福田）に向かった。山形字福田の水田に到着して、 

最初の水田（以下「水田Ａ」という。）に散布を実施した。その後、県道沿いに南東 

方向に飛行して、隣の散布予定の水田（以下「水田Ｂ」という。）を通り越してから 

右旋回を行ったが、その旋回中に木に接触して墜落した。

同乗者によれば、「旋回中、突然目の前に杉の木が現れ、機長が「ああー」と 

叫んだことまでは記憶しているが、その後のことは記憶していない。気が付いた 

時は墜落しており、顔面を打っていたため血が目に入り、目の前が真っ赤に 

見えた。急いでドアを開けて外へ出た。旋回中は高度が急に下がったと言う感じ 

はなかった。」とのことであった。

事故発生地点は、福島県石川郡石川町山形字福田の谷川で、事故発生時刻は１２時 

０７分ごろであった。（付図１及び写真１参照）

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷 

機長が死亡し、同乗者が重傷を負った。



２．３　航空機の損壊に関する情報

2.3.1　損壊の程度 

大破

2.3.2　航空機各部の損壊の程度

メイン・ロータ・ブレード 変形 

メイン・ロータ・マスト 変形 

キャビン 破損 

センター・フレーム 変形 

スキッド 破損 

薬剤散布装置 破損

２．４　航空機以外の物件の損壊に関する情報 

杉の木２本に被害があった。

２．５　乗組員に関する情報

機長 男性 ５１歳

事業用操縦士技能証明書 第１９４８号 昭和４１年２月２５日

限定事項 回転翼航空機 陸上単発ピストン機 昭和４１年２月２５日

陸上単発タービン機 昭和５７年２月１２日

操縦教育証明 回転翼航空機 第１７８号 昭和４７年１２月２１日

第一種航空身体検査証明書 第１４９００２８８号

有効期限 平成３年９月３０日

総飛行時間 ９，１３０時間１８分

同型式機による飛行時間 ６２５時間５４分

最近３０日間の飛行時間 ３０時間００分

２．６　航空機に関する情報

2.6.1　航空機

型式 ヒューズ式２６９Ｃ型

製造番号 １１６０５５１

製造年月日 昭和５１年１１月３０日



耐空証明書 第東２－８０３号

有効期限 平成３年１２月１８日

総飛行時間 ２，９７８時間５３分

１００時間点検（平成３年６月７日実施）後の

飛行時間 ７４時間２６分

2.6.2　エンジン

型式 ライカミング式ＨＩＯ－３６０－Ｄ１Ａ型

製造番号 Ｌ１３０３９－５１Ａ

製造年月日 昭和５０年２月２７日 

総使用時間 ２，８８４時間３２分 

１００時間点検（平成３年６月７日実施）後の

飛行時間 ７４時間２６分

2.6.3　重量及び重心位置

事故当時における同機の重量は、１，８４０ポンド、重心位置は９８．５インチ 

と推算され、いずれも許容範囲（最大離陸重量２，０５０ポンド、事故当時の重量 

に対応する重心範囲９５．０～１０１．０インチ）内にあったものと認められる。

2.6.4　燃料及び潤滑油

燃料は、航空用ガソリン１００／１３０、潤滑油はエアロ・シェルＷ１００ 

（ＭＩＬ－Ｌ－２２８５１）で、いずれも規格品であった。

２．７　気象に関する情報

2.7.1　事故現場の北北西約２．３キロメートルに位置する福島地方気象台石川 

地域気象観測所の事故関連時間帯の観測値は、次のとおりであった。

１１時００分 風向 西北西 風速 ２メートル／秒 気温２９．１度Ｃ 

日照時間 ０．３ 降水量なし

１２時００分 風向 西 風速 ２メートル／秒 気温２９．５度Ｃ 

日照時間 ０．１ 降水量 なし

１３時００分 風向 西 風速 ３メートル／秒 気温３２．０度Ｃ 

日照時間 ０．３ 降水量 なし



2.7.2　事故現場の西約２３キロメートルに位置する仙台管区気象台白河測候所の 

事故関連時間帯の観測値は、次のとおりであった。

１１時００分 風向 西北西 風速 ４．５メートル／秒 気温３０．８度Ｃ 

日照時間 ０．４ 降水量 なし

１２時００分 風向 北西 風速 ５．６メートル／秒 気温３２．３度Ｃ 

日照時間 ０．９ 降水量 なし

１３時００分 風向 北北西 風速 ６．９メートル／秒 気温３２．３度Ｃ 

日照時間 １．０ 降水量 なし

２．８　医学に関する情報

機長の血液検査の結果、アルコールの検出はなかった。

２．９　人の生存、死亡又は負傷に関係のある捜索救難及び避難等に関する情報

事故発生の通報は、自力で脱出した同乗者が近くの民家から１２時１１分に深川 

地方広域消防組合石川消防署に１１９番通報をし、救急車が１２時１７分に事故現場 

に到着した。

機長は、直ちに病院に収容され、１３時００分既に死亡していることが確認された。 

また、同乗者は、１３時１４分に別の病院に収容された。

２．１０　その他必要な事項

2.10.1　事故現場の状況

事故発生当日、同機が薬剤散布を行った水田は、その大半が丘陵地域の谷間に 

散在する面積の小さな水田であった。

同機は、谷間をぬって走る県道の脇の山林の中を流れる小さな谷川に機首から 

墜落していた。その場所は、谷が最も狭くなった所である。

同機の墜落場所横の立木２本が、それぞれ高さ約１２メートル及び約１４メー 

トルのところで切断されており、切り取られた幹及び枝が付近に散乱していた。

県道の両側はともに山林であるが、同機が墜落した側の方が木が高い。

2.10.2　機長の勤務状況

機長の最近３０日間の飛行は、飛行日数が８日、飛行時間３０時間００分と多く 

はないが、事故発生日の他５時間を超える飛行を行った日が２日あった。



機長は、事故当日午前４時３０分に飛行前点検を開始し、事故の発生した１２時 

０７分まで、ほとんど休みなしに谷間に散在する面積の小さな水田を主体とした 

薬剤散布飛行及び地上業務を行っている。この間の飛行回数は、事故の発生した 

飛行を含め８回で、飛行時間は５時間３７分に達していた。（付表参照）

２．１１　事実を認定するための試験及び研究

2.11.1　立木の推定高及び切断状況

同機によって切断された２本の立木を根本から切り、また、事故現場に散乱して 

いた切り取られた木の幹を集めて、これらを並べてみた。その結果切断された２本 

の立木は、高さがそれぞれ約１７メートルと約２０メートルであったと推定される。

また、２本の立木は付図２に示すとおりそれぞれ高さ約１２メートル及び約１４ 

メートルから上の部分が約３０センチメートルぐらいの間隔で切断されていたが、 

いずれもその切断面の状況から、下方から上方に向かって斜めに切断されたものと 

推定される。

2.11.2　機体の調査

（１）エンジン

エンジンを機体から取り外し、台上で試運転をした結果、異常は認められ 

なかった。

（２）エンジンのコントロール系統

スロットル及びミクスチャのコントロール系統は、墜落時に生じたと 

思われる損傷を除き、異常は認められなかった。なお、スロットルはフル 

オープン、ミクスチャはフルリッチの位置であった。

（３）クラッチ機構

クラッチのアクチュエータは、エンゲージされた状態であり、クラッチ・

ベルト及び２個のプーリには、滑った痕跡はなかった。

（４）トランス・ミッション

ギアを点検したところ異常は認められなかった。
（５）操縦系統

サイクリック、コレクティブ・ピッチ及びラダー系統は、墜落時に生じた

と思われる損傷を除き、異常は認められなかった。



３　事実を認定した理由

３．１　解析

3.1.1　機長は、適法な航空従事者技能証明及び有効な航空身体検査証明を有して 

いた。

3.1.2　ＪＡ７５９１は、有効な耐空証明を有し、所定の整備及び点検が行われて 

いた。

3.1.3　調査の結果、同機は事故発生まで異常はなかったものと推定される。

3.1.4　事故当時の気象は、事故発生に関連はなかったものと推定される。

3.1.5　機長は、水田Ａに散布後水田Ｂに散布するため、県道沿いに飛行して水田Ｂ 

を下見した後、右に１８０度旋回をしたものと考えられる。

3.1.6　同機は、道路左側の林の上空を梢すれすれの高度で飛行し右に旋回したが、 

右側の林の立木が高かっためこれに接触したものと推定される。

3.1.7　2.11.1項で述べた２本の立木の切断状況及び同機が同立木の根本に墜落して 

いることから、機長は、前方に立木を視認し、これを避けようとしてコレクティブ 

・ピッチ及びサイクリック・スティックを引いたが間に合わず、同機は前進速度の 

ほとんどない機首上げ姿勢で立木に接触し、木を切断しながら沈下して、谷川に 

墜落したものと推定される。

3.1.8　同機が墜落した場所は、谷が最も狭くなった所であった。また、同機の旋回 

した高度は、木の切断状況から県道から約１５メートルであったと推定される。

谷の狭くなった所とはいえ、更に高度を１０メートルもとるか、次の補正散布 

水田（付図１の「水田Ｃ」）の近くまで飛行すれば十分な旋回空間が得られたと 

考えられる。



3.1.9　飛行時間が９，０００時間を超える機長がこのような谷の狭くなった所で、 

しかも道路の左右の杉の木の高さの違いに気付かず低高度で旋回したことについて 

は、機長は、当日早朝から散布環境の厳しい谷間の水田を主体に休みもとらず５時 

間を越える飛行を行っているので、疲労により注意力が低下していたことが関与 

したと考えられる。

４　原因

本事故は、同機が狭隘な谷間の林の上を梢すれすれに旋回中、前方に高い立木を 

視認し、回避操作を行ったが間に合わず、接触したことによるものと推定される。

なお、これには、厳しい飛行環境下での長時間飛行で、注意力が低下していたこと 

が関与したと考えられる。



付図１　推定飛行経路図



付図２　立木の切断状況



付図３　ヒューズ式２６９Ｃ型三面図



写真１　補正散布地区（福田）

写真２　事故現場



付表　機長の当日の飛行作業状況


